


























孫先生は吉林省南洮県出身で 1930 年 8 月 26 日に生まれ、96 年 4 月 29 日に 65 才で逝

















中央の指導者の注目を集めた。79 年 6 月国務院財政経済委員会は空前の経済実態調査を実
施することになった。孫先生は馬洪同志と 400 名の経済専門家と 200 名の経済学者を組織














務院発展研究中心主任に任命され、第 8 期全国人民代表大会代表、第 8 期全人代財経委員
会委員に任命されている。この期間の孫先生の仕事は政策研究が中心となり、94 年には『社











小林氏は京都大学経済学部を 1956 年 3 月に卒業されている。1982 年 6 月に興業銀行に入
行、84 年 6 月調査部長、88 年 4 月常務取締役調査部長、89 年 2 月常務取締役調査本部長
を経て 91 年 6 月顧問に就任している。中国では 88 年に遼寧大学名誉教授、93 年深圳市経
済顧問、93 年ハルビン市経済顧問に任命されている。 
小林氏の主要著作には以下のものがある。『中国高度成長経済への挑戦』（呉敬璉氏との
共著）（1993 年）、『東アジア産業圏』（1992 年）、『脚地実地の日本経済論』（1989 年）、
『日本経済は危機を乗り越えられるか』（1987 年）。中国語版の著作には『80 年代の中国経
済の戦略重点』（1982 年）、『中国経済発展の鍵について論ず』（1995 年）、『脚踏実地の日
本経済論』（1989 年）、『90 年代の日本経済と世界経済』（1991 年）、『東亜産業圏』（1992
年）、『中国―高速経済成長への挑戦』（1993 年）がある。 















あり、この大学は 1946 年に財経系を設立して 47 年に経済学系に改称している。人民大学






















田尾雅夫教授 2 月 29 日～3 月 4 日、上海に出張し、復旦大学徐静波副教授にお会いして、
簡単に上海の状況について説明を受けたあと、市内と市外について見聞した。率直にいえ
ば、聞きし勝るといってよいほど、バブル的ともいうべき印象を抱くことになった。とく
に郊外では、道路工事などが随所で行われ、古くからの建造物とのアンバランスな景観が
多くあったのが印象的である。なお、行政関係の専門家を、徐副教授から紹介していただ
けるということで、その方向で知見が整理できるようであれば、本格的に中国、とくに上
海における地方自治、地方自治体の機能について比較調査を、持続的に試みたい。地方自
治体の国際比較の一環として、中国を取り上げることを検討中である。 
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